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コバトン

新彩の国資源循環工場運営協定締結
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コバトン

問合せ先：電力・都市ガス部
TEL：03-6777-0230
E-mail：denki-toshigas@saisan.co.jp

　環境整備センター内及び周辺で確認される
動植物を保全するために、水田に類似した環
境や樹林地、湿地が一体となったような環境
を目指したビオトープを整備しています。こ
れらのビオトープでは希少な動植物も数種確
認されています。

※ビオトープの一般公開はしておりませんが、
　申込制の環境整備センター見学時に、ビオ
　トープをご覧いただくことが可能です。

ノハナショウブ

ニホンアカガエル
2,300 ㎡面積

■ビオトープの整備について

問合せ先
TEL：048-577-7908
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コバトン

問合せ先 TEL：048-577-5960
E-mail：yorii@clean-yamanaka.com

問合せ先 : 寄居バイオガスプラント
TEL：048-581-0028　E-mail：eigyou@orix.jp

問合せ先
TEL：048-501-6051

産業廃棄物・・・汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、動物性残さ、動物系固形不要物
一般廃棄物・・・生活系、事業系 ( 可燃性に限る）
特別管理廃棄物・取り扱いません
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コバトン
　彩の国資源循環工場は、持続可能な発展と資源循環型社会の形成を目指す、公共関与による全国的に先駆けた総合的「環境循環型モデ

ル施設」です。廃棄物を資源とする製品開発や効率的資源エネルギーの回収、廃棄物の発生抑制、公害防止などの様々な技術分野に取り

組んでいます。

　また、工業用地の造成、公園、緑地などを一括整備する事業を提案競技方式により PFI 事業として実施しています。

※オリックス資源循環㈱が BTO 方式の PFI とともに、平成 16 年～令和 6 年 3 月まで実施

  （令和 6 年 4 月以降は、借地事業で事業を継続中）。

オリックス資源循環㈱によるサービス購入型 PFI 事業（BTO）

事業基盤・公園緑地・研究施設

PFI 事業者は施設を建設後、県に引き渡し、

県からの委託料により設計・建設費を賄うと

ともに、維持管理・運営を行う。

埼玉県使用

25年間（平成16年～令和10年）

埼玉県の支払総額（固定）　47億8千万円

溶融リサイクル

整備施設

事業手法

事業用地

契約期間

保　　証

彩の国資源循環工場の特徴及び先進性

（1）寄居町、小川町、埼玉県、事業者及び地元協議会とで、公害の防止、地域経済の活

　　性化などを目的とした運営協定を締結

（2）徹底した情報公開と住民監視システム（埼玉方式）

（3）埼玉県の事業許諾により民間事業者が所有・運営する独立採算型 PFI（BOO 方式

　　：公共の経営負担を軽減し、民間の事業機会を創出）を採用（溶融リサイクル施設）

（4）全国初のダイオキシン 0.01 ナノグラム規制（焼却施設）

（5）寄居町消費量の 1.5 倍（8000 キロワット）の本格的ごみ発電（溶融リサイクル施設）

（6）焼却、最終処分の受入品目にリサイクル規制

3,918 ㎡用地面積

問合せ先：寄居工場
TEL：048-582-0871
E-mail：eigyou@orix.jp

問合せ先：寄居工場
TEL：048-577-0605

問合せ先 TEL：048-577-1153
E-mail：um-j-yorii@um-welt.co.jp

問合せ先
TEL：048-582-5503

問合せ先：寄居エコスペース
TEL：048-582-5800
E-mail：yoriieco@eco.co.jp

固形燃料化

問合せ先：寄居工場
TEL：048-582-5210
E-mail：contact_alep@alep.co.jp

問合せ先：営業管理部担当
TEL：048-577-1011
E-mail：natural-science@y-compost.co.jp

※


